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1.    1965年 ，稲村耕雄氏の提案で，日本ユニフォーム

センターにおいて，職場環境に最もふさわしいユ土フォ

ームの色としてoff-white 6 色を選定し, eyerest white

として発表した。

熊本大学において1967 年に医学部付属病院小児科医局

員の診察着,  1968年に教育学部特別看護学科及び付設の

養護教諭養成所学生の看護服のdesign の委嘱を受け，

白衣に代わるホワイティユニフォームをテストケースと

して創作を試みた。

2. 小児科医局においては，院内で決められた白衣と

は別に科として独自の診察着を，というのがねらいであ

り,特看,養教の場合は大学病院での看護実習の際，病院

勤務の看護婦と識別出来るようにと要望があ'9, 同じ場

所での区別は，形よりも色による方が明確であることは

色彩学上の常識であり，NUC で発表されたアイレスト

ホワイトを試験的に用いることにし，着用者全員にアイ

レストホワイトについて説明をし，デザインについての

意見も聴取した。色は小児科，特看においては，全員ピ

スタチオホワイト，養教はクールホワイトを希望，デザ

インは試作をし，着用の上更に検討を加え，決定した。

3. 新しい試みのホワイティユニフォームは着用者自

身，現場において心理的に満足感を持って働いているこ

と，白一色の病院の中で識別が容易であること，又目の

疲労の軽減などの効果か認められた。


